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視
覚
障
害
者
に
よ
る
相
互
協
力
団
体

「
あ
い
の
会
」
が
、
去
る
7
月
5
日
、
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
視
覚
障
害
者
用
プ

レ
ク
ス
ト
ー
ク
の
操
作
研
修
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
視
覚
障
害
者
用
プ
レ
ク
ス
ト
ー
ク
は
、

D
A
I
   S
Y

       

図
書
（
デ
ジ
タ
ル
録
音
さ
れ

デ
　
イ
　
ジ
　
ー

た
音
声
に
よ
る
本
）
を
再
生
す
る
た
め
の

機
器
で
、
視
覚
に
障
害
の
あ
る
人
で
も

「
耳
で
本
を
読
む
」
感
覚
で
、
読
書
が
楽

し
め
ま
す
。

　
代
表
の
鈴
木
富
雄
氏
は
「
わ

た
し
た
ち
は
、
周
囲
の
情
報
を

受
け
入
れ
る
感
覚
の
中
で
、
最

も
重
要
な
器
官
に
障
害
が
あ
り

ま
す
。
現
在
の
技
術
や
障
害
者

支
援
の
拡
大
を
希
望
す
る
と
と

も
に
、
今
回
の
講
習
を
契
機
に
、

市
内
の
視
覚
障
害
者
の
み
な
さ

ん
へ
、
情
報
と
音
声
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス

が
届
く
こ
と
を
願
い
、
わ
た
し
た
ち
自

身
も
、
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
」
と
語
り
ま
し
た
。

　
視
覚
障
害
者
用
プ
レ
ク
ス
ト
ー
ク
は
、

図
書
館
で
貸
し
出
し
を
行
い
ま
す
。

■問 
あ
い
の
会
・
鈴
木
（
緯
碓47 
4
2
1
0
）。

人口
男
女
世帯
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……
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３４，０５４

人
人
人
世帯

（
（
（
（

＋２９
＋　１１
＋　１８
＋　３１

）
）
）
）

－平成２４年8月１日現在－
（　）内は前月との比較

No．７１７
平成2４年（201２）

8月１５日号

　
市
の
子
育
て
支
援
施
策
を
積
極
的

に
推
進
す
る
た
め
に
印
西
市
次
世
代

育
成
支
援
行
動
計
画
（
後
期
計
画
）

を
平
成
　
年
3
月
に
策
定
し
ま
し
た
。

22

　
こ
の
計
画
で
は
、　
の
基
本
施
策

12

を
定
め
、
実
現
に
向
け
て
さ
ま
ざ
ま

や
子
育
て
に
関
わ
る
各
種
団
体
の
代

表
な
ど
外
部
の
み
な
さ
ん
で
構
成
さ

れ
る
印
西
市
次
世
代
育
成
支
援
対
策

地
域
協
議
会
で
、
個
別
施
策
の
内
容

を
協
議
・
検
討
し
ま
し
た
。

　
協
議
会
で
協
議
・
検
討
し
た
、
主

な
施
策
の
実
施
状
況
お
よ
び
今
後
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
左
表
を
ご

参
照
く
だ
さ
い
。

　
市
で
は
、
こ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、

各
施
策
や
事
業
の
充
実
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

■申 
子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援
班

（
緯
内
線
2
4
4
）。

な
個
別
施
策
や
事
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
さ
ら
に
、
子
育
て
支
援
施
策
を
充

実
さ
せ
る
た
め
、
平
成
　
年
度
の
個

23

別
施
策
の
実
施
状
況
お
よ
び
今
後
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
、
学
識
経
験
者

　去る7月18日、
千葉県警察本部刑
事部組織犯罪対策
本部捜査第四課暴
力団対策室長によ
る「最近の暴力団
情勢と暴力団条例
の制定背景・概要」
と、同課担当者に
よる「条例に基づく各種取り組みと効果」、市の職員によ
る講演会が文化ホールで開催されました。
　講演の中では、いくつかの事例などを交え、条例を解
説。「社会全体で暴力団排除ができるよう市民・事業者・
そのほか関係団体との相互の連携・協力が必要」と訴え、
出席者のみなさんも真剣に聞き入っていました。
■問 市民安全課安全パトロール班（緯内線713）。

　
現
在
行
わ
れ
て
い
る
災
害
復

旧
工
事
が
、
8
月
　
日
画
で
完

31

了
す
る
予
定
で
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
9
月
1
日

臥
か
ら
の
再
開
館
に
当
た
り
、

公
民
館
施
設
の
利
用
予
約
を
8

月
　
日
我
か
ら
再
開
し
ま
す
。

15
　
み
な
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

■問 
本
埜
公
民
館
（
緯
碓97 
2
0
1

1
）、
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
推

進
班
（
緯
内
線
5
4
1
～
5
4

3
）。

胸印西市次世代育成支援行動計画に係る平成23年度の主な施策の実施状況胸
平成24年度目標平成23年度実施内容施策の取り組み内容個別

施策名

　私立保育園の新設・保育ママ事
業の実施・非常勤保育士の随時募
集および賃金単価アップ・定員の
弾力化などにより、保育士の確保
および私立保育園との連携を図り
ながら待機児童ゼロを目指す。

　私立保育園分園の設置・非常勤保育士の随時
募集・定員の弾力化等により待機児童ゼロに努
めたが、10月1日現在で、0歳児・1歳児・
2歳児に待機児童計82人が発生し、平成24
年2月の入園判定会では125人の保留児童が
発生した。

　千葉ニュータウン中央駅周辺および印西牧
の原周辺の開発に伴い人口の増加が見込まれ
るため、今後とも定員の弾力化などで対応する
とともに、保育園の実施個所数などを見直し、
待機児童ゼロに努めていきます。

通
常
保
育

　県補助基準の所得制限導入によ
る変更が平成20年12月に行わ
れたが、引き続きすべての対象者
として実施継続。平成24年12
月より、入院分について中学3年
生まで対象拡大予定。
　引き続き県へ対象者拡大へ要望
を行う。

　小学3年生までの子どもの医療費の全部ま
たは一部を助成することにより、子どもの保健
対策の充実、保護者の経済的負担の軽減の一助
となった。
　台帳登録状況　8,746人（98.56％）

　子どもの保健対策の充実および保護者の経
済的負担の軽減を図るため、子どもの医療に要
する費用を負担する保護者に、当該費用の全部
または一部を助成していきます（対象０歳～小
学校３年生）。

子
ど
も
医
療
費

助
成
事
業

　引き続き、事業の周知を推進し、
対象者の生活支援を行う。

　育児・家事等を必要とする世帯にホームヘル
パーを派遣することにより、精神的肉体的負担
を軽減し、生活支援の一助となった。
利用者、利用回数も増加している。
　実利用人数32人（利用日数264日、利用
回数297回、利用時間482．5時間）

　一時的に家事、育児等の支援が必要な家庭に
対し、ホームヘルパーを派遣することにより、
保護者と児童の生活の安定を図り、ゆとりある
子育てを支援します。　

子
育
て
ヘ
ル
プ

サ
ー
ビ
ス
事
業

　地域の子育て家庭に対する子育
て支援事業を実施し、子育て支援
の充実を図る。
　地域子育て支援事業（センター
型５カ所）（ひろば型8カ所）・さ
くら広場（牧の原宝保育園内）を
実施。

　子育てに関する講習の実施、相談、情報の提
供、助言を行った。
　地域子育て支援事業（センター型5カ所）・
中央駅前子育て支援センター・小林子育て支援
センター・西の原保育園こあら・滝野子育て支
援センター・山ゆり保育園子育て支援センター
（ひろば型7カ所）・こぎつねコンタの広場・わ
くわくぽかぽか広場・そうふけつどいの広場・
しおん広場（しおんワールド内）・みんなのお
へや（原山保育園内）・マメタのぽんぽこ広場・
かんがるー広場（銀の鈴保育園内）。

　地域の子育て支援機能の充実を図るため、乳
幼児およびその保護者が相互の交流を行う場
所を中学校区に開設し、子育てに関する講習の
実施、相談、情報の提供、助言を行います。
　また、より重点的な支援が必要と判断された
子育て家庭に対して、関係機関との連携・協力
により当該家庭へ訪問し、子育ての不安等を緩
和し、子どもの健やかな育ちを促進していきま
す（センター型事業、ひろば型事業）。近郊公園
や公共施設に出向いて親子交流活動も行って
いきます（センター型事業）。

地
域
子
育
て
支
援
拠
点
事
業

印
西
市
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計

 印
西
市
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画画

後
期
計
画
の

　
実
施
状
況
な
ど
を
公
表

本埜公民館施設利用予約を再開

暴力団ゼロの安心・安全なまち 暴力団ゼロの安心・安全なまちへへ

暴力団排除講演会を開催しました
滑
講
演
を
行
う
永
田
暴
力
団

対
策
室
長

 「
あ
い
の
会
」
で
操
作
研
修
会

視
覚
障
害
者
用

 プ
レ
ク
ス
ト
ー
ク
を
試
聴

▲視覚障害者用プレクストークと
「あいの会」のみなさん（下写真）

 J-ALERT の全国一斉
ジェイアラート

緊急情報伝達試験を行います
　市では、地震や武力攻撃な
どの災害時に、全国瞬時警報
システム（Ｊ-ＡＬＥＲＴ）か
ら送られてくる国からの緊急
情報を、さまざまな情報伝達
手段を用いて確実に皆様へお
伝えするため、市で活用して
いる防災行政無線および防災
メールにより、情報伝達試験
を行います。
※印西市以外の地域でも、全
国的にさまざまな情報伝達手
段で試験が実施されます。
■時 9月12日我・午前10時およ
び10時30分ごろ。
■問 防災課防災班（緯内線454）。

　
家
庭
で
不
要
に
な
っ
た
古
着
や
タ
オ
ル
・

シ
ー
ツ
な
ど
は
、
透
明
の
袋
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
容
器
包
装
用
袋
に
「
布
」
と
記
入
し
、
資

源
物
と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
（
碓伺 
汚
れ
て

い
る
も
の
、
ま
た
、
雨
の
日
は
出
さ
な
い
で

く
だ
さ
い
）。

　
収
集
さ
れ
た
布
類
は
、
輸
出
用
の
衣
料
品

や
、
工
業
用
の
ウ
エ
ス
、
繊
維
に
再
生
し
た

反
毛
材
料
な
ど
に
な
り
ま
す
。

※
次
の
よ
う
な
も
の
は
、
せ
っ
か
く
分
別
し

て
も
資
源
化
で
き
ま
せ
ん
。
燃
や
す
ご
み
と

し
て
、
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
濡
れ
て
い
る
も
の
▼
汚
れ
て
い
る
も
の
▼

異
臭
の
す
る
も
の
▼
作
業
服
▼
綿
の
入
っ
て

い
る
も
の
▼
化
学
合
成
繊
維
（
ビ
ニ
ー
ル
の

よ
う
な
も
の
）
▼
布
団
▼
枕
▼
カ
ー
ペ
ッ
ト

▼
じ
ゅ
う
た
ん
▼
マ
ッ
ト
▼
カ
ー
テ
ン
▼
靴

▼
革
製
品
な
ど
。

　
布
類
も
分
別
収
集
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
し
て

い
ま
す
が
、
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
や
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
知
人
に
譲
る
、
あ
る
い

は
市
の
「
リ
サ
イ
ク
ル
広
場
」（
本
紙
4
ペ
ー

ジ
参
照
）
の
利
用
な
ど
、
身
近
な
再
使
用
も
心

が
け
、
ご
み
の
減
量
化
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

■問 
ク
リ
ー
ン
推
進
課
ク
リ
ー
ン
推
進
班
（
緯

内
線
3
8
3
）。

ご
み
の
分
別
大
事
典
シ
リ
ー
ズ
⑤

布
類
は
、
再
使
用
・
再
利
用
！

　
排
出
し
な
い
よ
う
に
工
夫
し
ま
し
ょ
う



■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

印西市役所緯碓42 5111　■ＨＰ http://www.city.inzai.chiba.jp

凡
例

タ
ー
熱
供
給
事
業
本
部
、
印
西
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
を
見
学
。

■対 
印
西
市
民
。

■定 
小
学
生
を
含
む
親
子
　
組
（
空
き

15

が
あ
る
場
合
は
、
一
般
者
の
み
の
参

加
は
可
）。

■他 
昼
食
、
筆
記
用
具
は
持
参
。

■申 
電
話
か
メ
ー
ル
、
直
接
左
記
ま
で

（
先
着
順
・
土
・
日
曜
日
を
除
く
）。

■問 
ク
リ
ー
ン
推
進
課
ク
リ
ー
ン
推
進

班
（
緯
内
線
3
8
2
、
3
8
3
・
■メール 

clean
k
a@
city
.in
zai.lg

.jp

）。

健
康
の
糸
口
を
見
つ
け
る
講
演
会

～
健
診
結
果
を
活
か
す
か
ど
う
か
は
あ
な
た

次
第
～

■時 
9
月
3
日
俄
・
午
後
2
時
～
4
時

　
分
（
受
け
付
け
1
時
　
分
～
　

15

30

55

分
）。

■場 
イ
オ
ン
ホ
ー
ル
（
イ
オ
ン
モ
ー
ル

千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
3
階
）。

■内 
動
脈
硬
化
性
疾
患
の
予
防
に
つ
い

て
、
運
動
・
栄
養
ミ
ニ
講
座
。

噛
講
師
…
角
南
祐
子
氏
（
　
ち
ば
県

公財

民
保
健
予
防
財
団
医
師
）。

■定 
1
0
0
人
（
当
日
先
着
順
）。

■費 
無
料
。

■問 
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
（
緯
碓42 
5
5

9
5
）。

平成２４年（２０１２）８月１５日号（２）

１１／４
（日）

ア
リ
ス
＝
紗
良
・
オ
ッ
ト
　

ピ
ア
ノ
・
リ
サ
イ
タ
ル

■問 
文
化
ホ
ー
ル
（
緯
碓42 
8
8
1
1
）。

く
だ
さ
い
。

【
講
座
日
程
】

■時 
臼
　
月
　
日
画
渦
　
月
　
日
牙
③

10

19

11

22

　
月
　
日
画
唄
平
成
　
年
1
月
　
日

12

21

25

25

画
欝
2
月
　
日
牙
蔚
3
月
　
日
画
・

21

15

い
ず
れ
も
午
後
2
時
～
3
時
　
分
。

30

■場 
臼
船
穂
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

渦
中
央
駅
前
地
域
交
流
館
嘘
中
央
公

民
館
唄
サ
ザ
ン
プ
ラ
ザ
欝
小
林
公
民

館
蔚
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
い
ん
ば
。

噛
講
師
…
臼
ケ
リ
ー
・
ブ
ラ
ウ
ン
氏

（
ジ
ャ
マ
イ
カ
出
身
）
渦
イ
ア
ン
・

カ
ー
タ
ー
氏
（
ア
メ
リ
カ
出
身
）
嘘

キ
チ
ー
・
ス
ガ
イ
氏
（
フ
ィ
リ
ピ
ン

出
身
）
唄
マ
ム
ー
ン
・
ハ
リ
ッ
ド
・

ア
ラ
ビ
ラ
氏
（
ガ
ー
ナ
出
身
）
欝

サ
ー
シ
ャ
・
ホ
ー
ル
氏
（
ア
メ
リ
カ

出
身
）
蔚
ロ
ス
・
エ
イ
ト
ケ
ン
氏
（
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
出
身
）。

■問 
企
画
政
策
課
企
画
政
策
班
（
緯
内

4
7
3
・
■メール k

ik
ak
u
k
a@
city
.

in
zai.lg

.jp

）。

親
子
環
境
体
験
講
座

　
ご
み
は
宝
・
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
等
見
学
会
！

　
家
庭
ご
み
、
資
源
物
が
ど
の
よ
う

に
選
別
さ
れ
、
処
理
、
再

生
さ
れ
て
い
る
の
か
を
見

学
し
、
ご
み
の
分
別
な
ど

学
ぶ
バ
ス
ツ
ア
ー
で
す
。

■時 
8
月
　
日
牙
・
午
前
9

23

時
　
分
～
午
後
4
時
。

30
■場 
市
役
所
ロ
ビ
ー
に
9
時

ま
で
に
集
合
。

■内 
㈱
印
旛
共
進
、
㈱
佐
久

間
印
西
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン

タ
ー
、
印
西
地
区
一
般
廃

棄
物
最
終
処
分
場
、
㈱
千

葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
セ
ン

証
取
得
者
の
み
が
利
用
で
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た

は
各
公
民
館
・
出
張
所
に
あ
る
チ
ラ

シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■時 
9
月
2
日
蚊
・【
教
室
】
午
後
5

時
～
6
時
　
分
、【
利
用
認
定
会
】
午

50

後
7
時
～
8
時
　
分
。

50

■場 
松
山
下
公
園
総
合
体
育
館
メ
イ
ン

ア
リ
ー
ナ
（
浦
部
）。

■定 
各
　
人
。

20

■申 
8
月
　
日
臥
～
　
日
蚊
の
間
に
申

18

26

込
書
を
左
記
ま
で
提
出
（
先
着
順
）。

■他 
申
し
込
み
の
際
に
印
鑑
が
必
要
。

　
な
お
、
次
回
は
　
月
　
日
蚊
を
予

11

11

定
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
　
月
　

10

15

日
発
行
の
『
広
報
い
ん
ざ
い
』・
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■問 
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
振
興
班
（
緯
碓42 

8
4
1
7
）。

楽
し
み
な
が
ら
健
康
づ
く
り

　
　
　
　
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
教
室

　
こ
れ
か
ら
健
康
づ
く
り
を
始
め
た

い
人
や
、
軽
め
の
運
動
強
度
で
身
体

を
動
か
し
た
い
人
を
対
象
に
、
リ
ズ

ム
体
操
を
中
心
に
、
自
分
の
体
重
を

利
用
し
た
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
ス

ト
レ
ッ
チ
を
行
い
、
心
身
の
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
を
図
り
ま
す
。　

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
教
室
・
利
用
認
定
会

　
松
山
下
公
園
総
合
体
育
館
メ
イ
ン

ア
リ
ー
ナ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
施
設
で
、

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
教
室
と
利
用
認
定
会

を
実
施
し
ま
す
。

　
一
般
利
用
に
つ
い
て
は
利
用
認
定

臼
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
体
操

■時 
9
月
　
日
～
　
月
　
日
の
毎
週
木

13

11

22

曜
日
（
　
月
　
日
牙
を
除
く
）・
い

10

25

ず
れ
も
午
前
　
時
～
　
時
（
全
　

10

11

10

回
）。

■定 
定
員
　
人
。

30

渦
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ヨ
ガ

　
未
経
験
者
お
よ
び
少
し
経
験
の
あ

る
人
を
対
象
に
、
呼
吸
、
ポ
ー
ズ
、

瞑
想
（
め
い
そ
う
）
な
ど
を
分
か
り

や
す
い
内
容
で
行
い
、
身
体
を
リ

ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
、
心
身
の
バ
ラ
ン
ス

を
整
え
ま
す
。

■時 
9
月
　
日
～
　
月
　
日
の
毎
週
金

14

11

30

曜
日
（
　
月
　
日
と
　
月
　
日
を
除

10

26

11

23

く
）・
午
前
　
時
～
　
時
（
全
　
回
）。

10

11

10

■場 
臼
渦
と
も
に
松
山
下
公
園
総
合
体

育
館
（
浦
部
）。

■定 
　
人
。

40
■申 
臼
渦
と
も
に
　
回
コ
ー
ス
分
4
街

10

0
0
0
円
を
添
え
て
、
8
月
　
日
牙

16

か
ら
松
山
下
総
合
体
育
館
窓
口
で
申

し
込
み
く
だ
さ
い
（
電
話
申
し
込
み

不
可
）。

※
募
集
は
先
着
順
で
、
市
内
在
住
の

人
が
優
先
で
す
。

　
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
。

■問 
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
振
興
班
（
緯
碓42 

8
4
1
7
）。

円
引
き
。
チ
ケ
ッ
ト
購
入
の
際
、
学

生
証
ま
た
は
障
害
者
手
帳
な
ど
に
よ

る
確
認
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
未
就
学
児
の
入
場
は
不
可
。

※
チ
ケ
ッ
ト
は
、
9
月
8
日
臥
・
午

前
9
時
か
ら
文
化
ホ
ー
ル
窓
口
お
よ

び
午
前
　
時
で
か
ら
イ
ー
プ
ラ
ス

10

（
■ＨＰ h

ttp
://e
p
lu
s.jp

）
販
売
開

始
（
残
券
が
あ
る
場
合
は
9
月
　
日
11

峨
か
ら
電
話
受
付
開
始
）。

　
ド
イ
ツ
を
拠
点
に
、
世
界
で
活
躍

中
の
人
気
若
手
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
リ
サ

イ
タ
ル
を
行
い
ま
す
。

■時 
　
月
4
日
蚊
・
午
後
3
時
～
（
開

11
場
は
2
時
　
分
）。

30

■費 
大
人
3
街
5
0
0
円
、
子
ど
も

（
小
・
中
学
生
）
2
街
0
0
0
円
（
全

席
指
定
・
発
売
初
日
の
み
1
人
4
枚

ま
で
）。

※
障
害
者
割
引
は
料
金
か
ら
5
0
0

異
文
化
理
解
講
座

　
外
国
人
と
の
共
生
社
会
を
実
現
す

る
た
め
、
日
本
と
異
な
る
文
化
や
習

慣
な
ど
を
理
解
す
る
た
め
の
講
座
を
、

毎
月
1
回
開
催
し
て
い
ま
す
。
興
味

の
あ
る
人
は
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■時 
9
月
　
日
画
・
午
後
2
時
～
3
時

21

　
分
。

30■場 
中
央
公
民
館
（
大
森
）。

■内 
市
内
小
・
中
学
校
に
勤
務
す
る
A

L
T（
外
国
人
英
語
講
師
）が
、
テ
ー

マ
に
そ
っ
た
母
国
紹
介
を
英
語
で
行

い
ま
す
（
通
訳
あ
り
）。

噛
講
師
…
デ
ー
ビ
ッ
ド
・
ス
タ
ッ
ツ

氏
（
ア
メ
リ
カ
出
身
）。

■費 
無
料
。

■定 
　
人
。

30
■申 
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
、
企
画
政

策
課
企
画
政
策
班
ま
で
（
先
着
順
）。

※
　
月
以
降
の
講
座
に
つ
い
て
は
、

10
講
座
日
の
前
月
の
広
報
い
ん
ざ
い
　15

日
号
を
ご
覧
に
な
り
、
お
申
し
込
み

　
芸
術
文
化
活
動
を
し
て
い
る
み
な

さ
ん
に
、
文
化
ホ
ー
ル
の
ホ
ワ
イ
エ

を
発
表
の
場
と
し
て
開
放
。
日
ご
ろ

の
練
習
成
果
を
披
露
し
ま
せ
ん
か
。

胸
実
施
日
…
毎
月
1
回
程
度
（
　
月
10

～
平
成
　
年
3
月
末
）。
日
時
は
出

25

演
者
と
協
議
。

■対 
市
内
に
住
所
の
あ
る
個
人
ま
た
は

団
体
（
サ
ー
ク
ル
）。

※
営
利
目
的
は
除
く
。

■費 
無
料
。

※
機
材
な
ど
は
出
演
者
で
準
備
。

■申 
8
月
　
日
画
ま
で
に
所
定
の
申
込

31

用
紙
（
文
化
ホ
ー
ル
、
各
公
民
館
、

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
、
そ
う
ふ
け
ふ
れ
あ
い
の

里
に
用
意
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

文
化
ホ
ー
ル
ま
で
持
参
（
応
募
多
数

の
場
合
は
協
議
）。

※
ジ
ャ
ン
ル
（
演
奏
・
ダ
ン
ス
な
ど
）

は
問
い
ま
せ
ん
が
、
同
施
設
内
に
図

書
館
が
あ
る
た
め
、
制
限
が
あ
り
ま

す
。
当
日
以
外
は
練
習
場
所
の
提
供

は
で
き
ま
せ
ん
。

芸
術
文
化
発
表
会「

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」出
演
者
募
集

　
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
の
展
示

コ
ー
ナ
ー
を
、
み
な
さ
ん
の
趣
味
や

特
技
を
活
か
し
て
素
敵
な
空
間
に
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

胸
展
示
期
間
…
　
月
～
平
成
　
年
3

10

25

月
末
日
の
う
ち
2
週
間
程
度
（
休
館

日
を
含
む
）。

■対 
市
内
に
住
所
の
あ
る
個
人
ま
た
は

団
体
（
サ
ー
ク
ル
）。

■費 
無
料
（
営
利
目
的
は
除
く
）。

■申 
8
月
　
日
画
ま
で
に
所
定
の
申
請

31

書
（
文
化
ホ
ー
ル
、
各
公
民
館
、
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
、
そ
う
ふ
け
ふ
れ
あ
い
の
里
に

用
意
）
に
関
係
書
類
を
添
付
し
、
文

化
ホ
ー
ル
ま
で
持
参
。

※
状
況
に
応
じ
て
展
示
日
の
調
整
を

し
ま
す
。

文
化
ホ
ー
ル
展
示
コ
ー
ナ
ー

　「
市
民
招
待
席
」

講
座
・
催
し

ス
ポ
ー
ツ

米米の放射性物質検査を実の放射性物質検査を実施施

　県では、関係団体と連携し、平成24年
産の米について、8月中旬から9月初旬に
かけ、市内の水田から38カ所を抽出し、
放射性物質検査を行います。この結果、市
内のすべてが100ベクレル／茜以下の場
合は、出荷・販売・譲渡・贈答ができるよ
うになります。
　出荷・販売などは、市からの連絡を待っ
てからするようお願いします。
■問 農政課 農政班（緯内線371・372）。

安全性が確認されるまで安全性が確認されるまで、、
出荷・販売などしないでくださ出荷・販売などしないでくださいい鎧鎧

　市では、ホームページのトップページに、自社の
ホームページへのリンクができるバナー広告の掲載
を希望する企業などを募集しています。
胸掲載料…次のとおり。
【市内に事業所を所有する企業】
　月額12,000円。
【市外に事業所を所有する企業】
　月額15,000円。
※掲載要綱など、詳しくは市ホームページをご覧く
ださい。
■問 秘書広報課広報広聴班（緯内線418・419）。

 市のホームページに
バナー広告を募集中 

企業のPRに活用できます



印西市役所緯碓42 5111　■ＨＰ http://www.city.inzai.chiba.jp

■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

凡
例

で
予
定
さ
れ
て
い
る
一
般
質
問
（
会

派
代
表
、
個
人
）
内
容
が
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
と
左
記
窓
口
で
閲
覧
可
能
。

■時 
8
月
　
日
我
～
（
予
定
）。

29

※
予
定
日
は
前
後
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

■場 
▼
行
政
資
料
コ
ー
ナ
ー
（
市
役
所

1
階
）
▼
各
支
所
▼
各
図
書
館
。

※
詳
し
く
は
左
記
へ
。

■問 
議
会
事
務
局
。

請
願
（
陳
情
）
の
提
出
期
限

　
平
成
　
年
第
3
回
市
議
会
定
例
会

24

に
か
け
る
請
願
（
陳
情
）
の
提
出
期

限
は
、
8
月
　
日
俄
の
正
午
で
す
。

27

　
な
お
提
出
す
る
場
合
は
、
事
前
に

左
記
ま
で
。

■問 
議
会
事
務
局
。

（３）平成２４年（２０１２）８月１５日号

ミ
ニ
・
ガ
イ
ド

ま
で
の
人
。

■定 
　
人
（
先
着
順
）。

20
■申 
電
話
で
左
記
へ
（「
ち
ょ
こ
っ
と

相
談
」
希
望
者
は
申
し
出
て
く
だ
さ

い
）。

※
今
後
の
開
催
予
定
（
▼
面
接
練
習

セ
ミ
ナ
ー
・
9
月
　
日
峨
・
白
井
駅

25

前
セ
ン
タ
ー
。
▼
地
元
で
就
職
応
援

ツ
ア
ー
・
　
月
　
日
峨
・
中
央
駅
前

11

13

地
域
交
流
館
）。
詳
細
は
後
日
お
知

ら
せ
。

■問 
経
済
政
策
課
経
済
政
策
班
（
緯
3

5
5
）。

傍
聴
し
ま
せ
ん
か

　
平
成
　
年
第
3
回
市
議
会
定
例
会

24

の
会
期
は
9
月
4
日
峨
～
　
月
3
日

10

我
の
予
定
で
す
。
な
お
、
会
期
中
に

休
会
日
が
あ
る
の
で
、
開
催
日
に
つ

い
て
は
、
事
前
に
左
記
へ
。

■問 
議
会
事
務
局
（
緯
内
線
6
0
7
）。

議
会
中
継
を
行
い
ま
す

　
平
成
　
年
第
3
回
市
議
会
定
例
会

24

中
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
議
会

中
継
（
生
中
継
お
よ
び
録
画
中
継
）

を
行
い
ま
す
（
■ＨＰ h

ttp
://w

w
w

.d
iscu
ssv
isio
n
.n
e
t/in
zai

si/in
d
e
x
.h
tm
l

）。

■問 
議
会
事
務
局
。

一
般
質
問
が
閲
覧
で
き
ま
す

　
平
成
　
年
第
3
回
市
議
会
定
例
会

24

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任

　
　
　
　
　
技
術
者
登
録
更
新

　
下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術

者
の
資
格
有
効
期
限
が
平
成
　
年
3

25

月
　
日
の
人
は
、
登
録
更
新
の
手
続

31
き
が
必
要
で
す
。

　
手
続
き
を
し
な
か
っ
た
場
合
は
資

格
を
喪
失
し
ま
す
の
で
、
お
早
め
に

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■時 
9
月
3
日
俄
～
9
月
　
日
画
。

14

■申 
登
録
住
所
へ
郵
送
。

■問 
千
葉
県
下
水
道
協
会
事
務
局
（
千

葉
市
役
所
下
水
道
経
営
課
内
・
緯
0

4
3
―
2
4
5
―
6
1
1
2
）。

（
緯
0
4
7
―
4
6
0
―
9
4
5
4
）。

怯
印
西
Ｂ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｃ
Ｋ

ラ
イ
ブ
2
0
1
2

■時 
9
月
1
日
臥
、
2
日
蚊
・
午
後
1

時
～
5
時
（
開
場
午
後
　
時
　
分
）。

12

30

■場 
中
央
駅
前
地
域
交
流
館
。

■内 
ロ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ク
様
々
な
ジ
ャ

ン
ル
が
大
集
合
。

■問 
実
行
委
員
会
・
佐
々
木
（
緯
碓46 
4

7
3
1
）・
永
井
（
■携 
0
9
0
―
4

0
6
5
―
8
3
4
6
）。

怯
東
京
電
機
大
学「
英
語
に
よ
る

公
開
科
目
」
受
講
生
募
集

■時 
9
月
　
日
牙
～
平
成
　
年
1
月
8

13

25

日
峨
。

■場 
東
京
電
機
大
学
（
武
西
学
園
台
）。

■内 
異
文
化
理
解
、
時
事
問
題
、
歴
史

Ⅱ
、
欧
米
・
ア
ジ
ア
事
情
 、
国
際
関

係
論
。

■費 
1
科
目
1
0
街
0
0
0
円
。

■申 
9
月
　
日
俄
～
　
日
画
・
午
前
　

10

28

10

時
～
午
後
4
時
に
左
記
へ
（
　
日
峨

11

は
除
く
）。

■問 
東
京
電
機
大
学
情
報
環
境
学
部
事

務
部
（
緯
碓46 
4
1
1
1
）。

怯
第
　
回
原
っ
ぱ
の
会
自
然
観

10

察
会
「
虫
を
見
つ
け
よ
う
」
参

加
者
募
集

■時 
8
月
　
日
臥
・
午
前
9
時
～
　
時

25

11

（
雨
天
の
場
合
は
、　
日
蚊
に
順
延
）。

26

■場 
白
井
市
福
祉
セ
ン
タ
ー
前
。

■費 
1
0
0
円
（
資
料
、
保
険
代
）。

■対 
小
学
生
以
上
　
人
（
先
着
順
）。

20

噛
講
師
…
蛭
川
憲
男
氏
（
日
本
蝶
類

学
会
）。

■他 
長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
、
帽
子
、
捕
虫

網
、
虫
か
ご
。

■問 
N
P
O
法
人
谷
田
武
西
の
原
っ
ぱ

と
森
の
会
・
松
永
（
緯
胃
0
4
7
―

4
9
1
―
6
3
6
5
）。

怯
テ
コ
ン
ド
ー
無
料
体
験
会

■時 
8
月
　
日
峨
、　
日
峨
・
午
後
5

21

28

時
～
7
時
。

■場 
白
井
市
桜
台
セ
ン
タ
ー
（
白
井
）。

■問 
木
村
（
■携 
0
9
0
―
5
7
7
2
―

2
9
0
5
）。

怯
「
寺
子
屋
吉
岡
」
市
民
歴
史
講

座
第
三
期
生

■時 
臼
8
月
　
日
蚊
「
木
下
街
道
と
木

19

下
河
岸
」
渦
9
月
　
日
蚊
「
蒸
気
船

16

か
ら
み
る
木
下
の
明
治
」
嘘
　
月
　

10

21

日
蚊
「
印
西
の
ま
ち
に
残
る
歴
史
的

建
造
物
」
唄
　
月
　
日
蚊
「
木
下
河

11

18

岸
と
周
辺
の
村
々
」（
全
4
回
）。
い

ず
れ
も
午
前
　
時
～
　
時
　
分
。

10

11

45

■場 
吉
岡
ま
ち
か
ど
博
物
館
（
木
下
1

4
8
4
）。
■定 
　
人
（
先
着
順
）。

10

■費 
資
料
代
各
回
5
0
0
円
を
予
定
。

■申 
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
左
記
へ
。

■問 
木
下
ま
ち
育
て
塾
・
宇
野
（
■携 
0

9
0
―
2
5
4
0
―
4
7
7
8
・
■メール 

m
ach
iju
k
u
@
g
m
ail.co

m

・

■ＨＰ 
 http

://k
io
ro
sh
im
ach
ij

u
k
u
.w
e
b
.fc2
.co
m
/

）。

怯
ス
ク
エ
ア
ダ
ン
ス
会
員
募
集

■時 
9
月
　
日
我
・
午
後
1
時
　
分
～

12

30

3
時
　
分
・
毎
週
水
曜
日
。

30

■場 
小
室
公
民
館
（
船
橋
市
）。

■費 
1
街
3
0
0
円
。
入
会
金
1
街
0

0
0
円
。

※
無
料
体
験
日
…
9
月
5
日
我
・
午

後
1
時
　
分
。

30

■問 
パ
ン
ジ
ー
ス
ク
エ
ア
ー
ズ
・
市
川

認
知
症
を
知
ろ
う

　
　
　
～
家
族
介
護
者
教
室
～

　
市
で
は
、
高
齢
者
な
ど
を
介
護
し

て
い
る
家
族
を
対
象
に
、
介
護
に
対

す
る
知
識
や
技
術
の
普
及
を
目
的
と

し
て
家
族
介
護
者
教
室
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
今
回
は
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
入
れ

な
が
ら
、
認
知
症
の
人
へ
の
対
応
に

つ
い
て
実
例
の
ご
紹
介
や
、
介
護
者

同
士
の
意
見
交
換
な
ど
も
行
い
ま
す
。

■時 
9
月
　
日
蚊
・
午
後
1
時
　
分
～

23

30

3
時
　
分
（
受
け
付
け
は
1
時
～
）。

30

■場 
文
化
ホ
ー
ル
2
階
多
目
的
室
。

噛
講
師
…
舘
和
則
氏
（
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
プ
レ
ー
ゲ
本
埜
介
護
職

員
）。

■対 
高
齢
者
な
ど
を
介
護
し
て
い
る
人

ま
た
は
こ
れ
か
ら
介
護
を
検
討
し
て

い
る
人
。

■定 
　
人
。

30
■費 
無
料
。

■申 
9
月
　
日
画
ま
で
に
、
左
記
へ

14

（
先
着
順
）。

■問 
介
護
福
祉
課
印
西
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
（
緯
碓42 
2
9
2
2
）。

相
談

福
祉

働
く

借
金
に
関
す
る
無
料
相
談
会

　
借
金
や
ヤ
ミ
金
融
被
害
で
、
お
悩

み
・
お
困
り
の
人
を
対
象
に
無
料
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
。

■時 
8
月
　
日
牙
・
午
前
　
時
～
午
後

23

10

4
時
。

■場 
市
役
所
会
議
棟
2
階
。

■内 
弁
護
士
や
司
法
書
士
な
ど
に
よ
る

面
接
相
談
。

■定 
　
人
（
先
着
順
）。

20
■問 
経
済
政
策
課
経
済
政
策
班
（
緯
3

5
5
）。

議
会

そ
の
ほ
か

ふ
く
し
の
し
ご
と

　
　
　
　
ミ
ニ
面
接
会
　
印
西

in

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
成
田
・
松
戸
で
は
、

福
祉
・
介
護
の
仕
事
を
希
望
す
る
人

を
対
象
に
、
施
設
の
採
用
担
当
者
と

の
相
談
面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。
仕

事
内
容
な
ど
の
説
明
を
受
け
な
が
ら
、

個
別
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■時 
9
月
　
日
牙
・
午
後
1
時
　
分
～

13

30

3
時
　
分
（
受
け
付
け
1
時
～
）。

30

■場 
中
央
駅
前
地
域
交
流
館
2
号
館
。

■定 
　
人
。

30
怯
参
加
施
設
…
印
西
市
内
お
よ
び
周

辺
の
8
事
業
所
予
定
。

■他 
履
歴
書
持
参
。

■申 
電
話
で
左
記
へ
（
先
着
順
）。

■問 
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
成
田
・
福
祉
人
材

コ
ー
ナ
ー
（
緯
碓27 
8
6
0
9
）。

就
活
マ
ナ
ー
セ
ミ
ナ
ー
　
鎌
ケ
谷

in

～
就
職
活
動
の
「
基
礎
」
を

　
　
マ
ス
タ
ー
し
ま
せ
ん
か
～

　
若
者
の
就
職
支
援
施
設
「
ジ
ョ
ブ

カ
フ
ェ
ち
ば
」
と
鎌
ケ
谷
・
白
井
・

印
西
の
3
市
が
共
催
で
、
就
職
活
動

に
役
立
つ
セ
ミ
ナ
ー
を
3
回
連
続
で

開
催
し
ま
す
。

　
1
回
目
の
今
回
は
、
応
募
か
ら
面

接
ま
で
の
言
葉
遣
い
や
立
ち
振
る
舞

い
な
ど
、
就
職
活
動
に
必
要
な
マ

ナ
ー
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。
セ
ミ

ナ
ー
終
了
後
に
は
、
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
と
個
別
相
談
「
ち
ょ
こ
っ

と
相
談
（
1
人
　
分
程
度
）」
や
、

10

求
人
情
報
一
覧
表
の
閲
覧
も
で
き
ま

す
。

■時 
8
月
　
日
峨
・
午
後
1
時
～
3
時

21

　
分
（
開
始
　
分
前
集
合
）。

30

10

■場 
鎌
ケ
谷
市
役
所
3
0
2
・
3
0
3

会
議
室
（
新
鎌
ヶ
谷
駅
か
ら
徒
歩
7

分
）。

■対 
就
職
を
希
望
し
て
い
る
　
～
　
歳

15

39

　北総交通株式会社では、同社路線バス（小林駅～印旛明誠
高校および滝野循環）の中・高生専用回数券を発売していま
す。どうぞご利用ください。
■時 ８月１日我～。
■場 バス車内および木下営業所。
■費 3,000円。
（内訳100円券27枚、20円券27枚、合計3,240円分）
　詳しくは、下記までお問い合わせください。
■問 北総交通珂（緯碓42 2547）。

募金総額1,451,938円
　ご協力ありがとう
　　　　　ございました

「緑の募金「緑の募金」」

　緑化推進運動の一環として先般実
施した「緑の募金」では、市の目標
額101万3千円を大きく上回る募金
実績のもと終了しました。みなさん
のご協力にお礼申し上げます。
　ご寄付いただいた募金は、（公社）
千葉県緑化推進委員会を通じて、身
近な環境緑化やみどりの保全、森林
整備、子どもたちにみどりの大切さ
を伝える活動など、みどりづくりの
大きな原動力の財源として有効に活
用させていただきます。
　今後も「緑の募金運動」にご協力
をお願いします。
■問 印西市緑の募金事務局（農政課農
政班内・緯内線371・372）。

怯
大
学
通
信
教
育
合
同
入
学
説
明
会

■時 
9
月
1
日
臥
・
正
午
～
午
後
5
時
。

■場 
新
宿
エ
ル
タ
ワ
ー
　
階
（
東
京

30

都
）。

■内 
各
大
学
、
大
学
院
、
短
期
大
学
別

の
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
参
加
者

は
希
望
す
る
大
学
の
教
職
員
か
ら
講

義
内
容
、
学
習
方
法
、
受
講
手
続
き

な
ど
に
つ
い
て
直
接
相
談
を
受
け
る
。

■対 
一
般
お
よ
び
高
校
生
。

■費 
無
料
。
■申 
不
要
。

■問 
　
私
立
大
学
通
信
教
育
協
会
・

公財

（
緯
0
3
―
3
8
1
8
―
3
8
7

0
・
■ＨＰ h

ttp
://w

w
w
.u
ce
.o
r

.jp
/

）。

怯
平
成
　
年
度
（
後
期
）
調
理
技

24

術
審
査
・
技
能
検
定
試
験

■時 
実
技
試
験
（
平
成
　
年
1
月
　
日

25

19

臥
～
2
月
　
日
画
の
間
で
指
定
す
る

15

日
）。
学
科
試
験
（
平
成
　
年
1
月

25

　
日
蚊
）。

20■場 
左
記
ま
た
は
配
布
資
料
で
確
認
。

■内 
日
本
料
理
・
西
洋
料
理
・
麺
料
理
。

■申 
9
月
3
日
俄
～
　
月
5
日
画
（
消

10

印
有
効
）
に
左
記
へ
。

※
申
請
書
な
ど
の
配
布
（
郵
送
）
は

8
月
　
日
我
～
9
月
　
日
我
。

22

26

※
窓
口
で
直
接
受
け
取
り
の
場
合
　10

月
5
日
画
ま
で
。

■問 
花
調
理
技
術
技
能
セ
ン
タ
ー
・
調

理
技
術
審
査
・
技
能
検
定
試
験
担
当

（
緯
0
3
―
3
6
6
7
―
1
8
6

7
・
■ＨＰ h

ttp
://w

w
w
.ch
o
u
ri

-g
g
c.o
r.jp

）。

胸おわびと訂正胸
　広報いんざい7月15日号・第1面の人
口で92,175人（＋20）と記載しました
が、正しくは92,175人（－20）です。
　また、8月1日号・第1面で印西市長
選挙の開票場所を「西の原小学校」と記
載しましたが、正しくは「西の原中学校」
です。
　おわびして、訂正いたします。

北総交通（株）中・高生専用バス回数券を販北総交通（株）中・高生専用バス回数券を販売売
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遠
慮
せ
ず
疑
問
や
要
望
を
声
に

出
す
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま

し
た
。

　
訪
問
販
売
も
警
戒
し
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
年
々
消
費
者

を
だ
ま
す
手
口
は
巧
妙
化
し
、

法
律
に
触
れ
な
い
よ
う
、
甘
い

餌
で
釣
っ
て
、
後
に
大
事
な
資

産
を
搾
取
す
る
悪
い
人
た
ち

も
多
数
い
ま
す
。

　
兵
頭
さ
ん
た
ち
相
談
員
の
み

な
さ
ん
は
「
悪
質
業
者
に
だ
ま

さ
れ
な
い
よ
う
に
」
と
わ
た
し

た
ち
に
告
知
す
る
努
力
も
し
て

い
ま
す
。
身
近
に
起
こ
る
暮
ら

し
の
ト
ラ
ブ
ル
と
そ
の
防
備
策

な
ど
を
『
広
報
い
ん
ざ
い
』
に

て
も
「
こ
ん
な
相
談
、

受
け
て
も
ら
え
る
だ

ろ
う
か
」
と
思
う
人

も
多
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
今
回
は
、
同

セ
ン
タ
ー
の
消
費
生

活
相
談
員
の
兵
頭
さ

ん
に
、
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。

　
兵
頭
さ
ん
に
よ
る

と
「
昨
年
度
セ
ン

タ
ー
で
受
け
た
相
談

件
数
は
2
2
8
件
、

2
0
0
9
年
度
比
2

倍
増
で
す
が
、
決
し
て
多
い
と
は

思
い
ま
せ
ん
。
消
費
者
被
害
の
実

数
は
も
っ
と
多
く
発
生
し
て
い
る

は
ず
」
と
の
こ
と
。
印
西
市
で
は
、

店
舗
や
通
販
で
買
っ
た
商
品
に
つ

い
て
の
相
談
が
多
い
の
で
す
が
、

そ
の
内
容
や
比
率
は
右
下
図
の
ご

と
く
多
岐
に
わ
た
り
、
消
費
者
も

身
近
な
ト
ラ
ブ
ル
か
ら
市
民
を
守
る

　
　「
印
西
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
」

広報レポーター： 山田 　 一夫 （木刈）
やまだ かずお

▲
か
つ
て
半
数
を
占
め

て
い
た
店
舗
購
入
が
減

少
傾
向
に

雨
風
の
強
き
夜
過
ぎ
て
朝
庭
の
倒
れ
し
苗
木
に
棒
を
あ
て
が
ふ

滝
　
野
　
　
　
川
辺
　
祐
子

桑
の
実
の
ジ
ヤ
ム
は
そ
れ
な
り
の
お
い
し
さ
と
少
年
は
摘
む
指
先
染
め
て

大
　
森
　
　
　
三
ツ
木
絹
子

昨
日
よ
り
今
日
降
る
雨
は
色
を
増
す
紫
陽
花
の
 径
 医
院
へ
通
ふ

み
ち

小
倉
台
　
　
　
小
澤
芙
美
子

住
み
よ
さ
が
日
本
一
な
る
町
に
居
て
木
立
の
 間
 よ
り
観
覧
車
の
見
ゆ

ま

草
　
深
　
　
　
清
田
す
み
江

か
ぐ
は
し
き
 香
 た
ち
ゐ
る
紅
の
は
す
亡
夫
に
供
へ
し
仏
壇
の
め
ぐ
り

か
を
り

　
小
　
林
　
　
　
小
川
　
孝
子

惜
別
の
寄
せ
書
き
の
文
字
梅
雨
湿
り

滝
　
野
　
　
　
吉
清
　
和
子

今
日
 亡
夫
 の
誕
生
日
な
り

つ
　
ま

 半
夏
 咲
く

は
ん
 
げ

内
　
野
　
　
　
葛
西
　
節
子

聞
か
な
ん
だ
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
夏
茶
碗

小
倉
台
　
　
　
橋
本
　
祐
子

金
魚
売
黒
き
腕
の
き
び
き
び
と

原
　
山
　
　
　
入
江
　
葉
子

川
筋
の
白
く
浮
か
び
て
星
月
夜

原
　
　
　
　
今
野
　
肇
　

　「
友
だ
ち
に
な
っ
て
く
れ
れ
ば
、

5
0
0
万
円
差
し
上
げ
ま
す
」
…

と
言
わ
れ
、
メ
ー
ル
交
換
す
る
た

び
に
ポ
イ
ン
ト
を
買
わ
さ
れ
る
。

　「
優
良
な
会
社
の
未
公
開
株
を

代
わ
り
に
買
っ
て
く
れ
れ
ば
、
3

倍
の
値
段
で
買
い
取
り
ま
す
」
…

身
近
で
こ
の
よ
う
な
誘
い
文
句
で

だ
ま
さ
れ
そ
う
に
な
っ
た
話
、
聞

き
ま
せ
ん
か
？

　
市
役
所
の
庁
舎
内
に
、
暮
ら
し

の
中
の
消
費
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
困
り
ご
と
に
、
親
身
に
な
っ
て

ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
貰
え
る
「
印

西
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
」
が
あ

り
ま
す
。
名
前
だ
け
は
知
っ
て
い

掲載情報は7月30日現在
■問 クリーン推進課クリーン推進班（緯内線38３）

俳
句

田
口
　
三
石
選

〈短歌・俳句をお寄せください〉
　一人一首または一句で未発表のもの。毎月２０日締め切り（必
着）です。投稿は、住所・氏名（ふりがな）・電話番号を明記の
上、秘書広報課広報広聴班まで。

短
歌

加
藤
惠
美
子
選

※詳しくは市ホームページをご覧ください

毎月5日は「ノーレジ袋デー」です。お買い
物にはマイバッグを持参しましょう。

　
今
月
は
高
花
郵
便
局
の
隣
に
あ

る
「
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
」
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

　
平
成
5
年
に
開
設
さ
れ
た
こ
の

施
設
は
「
高
花
保
健
セ
ン
タ
ー
」

「
高
花
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
」

「
子
ど
も
発
達
セ
ン
タ
ー
」
の

3
つ
の
施
設
が
入
っ
た
複
合
施

設
で
す
。
開
所
し
て
か
ら
　
年
20

近
く
経
つ
施
設
で
す
が
、
モ
ダ

ン
な
外
観
で
、
館
内
は
清
潔
感

の
あ
る
美
し
い
建
物
で
す
。

　
玄
関
を
入
っ
て
、
広
い
待
合

所
の
先
に
「
高
花
保
健
セ
ン

タ
ー
」
の
予
診
室
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
月
に
　
日
程
度
、
成
人

10

健
（
検
）
診
や
乳
幼
児
健
診
な

ど
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
玄
関
の
横
に
あ
る
広
い
階
段

を
上
っ
た
2
階
は
、
主
に
「
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
」
の
施
設
に

な
っ
て
お
り
、　
歳
以
上
の
高

60

齢
者
の
み
な
さ
ん
が
無
料
で
利

用
で
き
ま
す
。
取
材
当
日
「
い

き
い
き
体
操
サ
ー
ク
ル
」
の
み

な
さ
ん
が
、
イ
ス
に
座
り
な
が

ら
で
き
る
か
ん
た
ん
な
体
操
を

し
て
い
ま
し
た
。
現
在
の
と
こ

ろ
　
の
利
用
団
体
が
、
さ
ま
ざ

29
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
「
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
」
で
は
「
ゆ
う
ゆ
う
タ
イ

ム
」「
い
き
い
き
倶
楽
部
」
と

い
っ
た
講
座
を
主
に
開
催
し
て

お
り
、
内
容
は
料
理
教
室
や
手

作
り
の
創
作
活
動
、
教
養
講
座
、

市
外
学
習
会
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
同
セ
ン
タ
ー
職
員
の
篠
田
さ

ん
に
、
創
作
活
動
に
よ
る
た
く

さ
ん
の
作
品
を
見
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、
ど
れ
も
素
敵
な

作
品
で
、
創
作
意
欲
を
掻
き
立

て
ら
れ
ま
し
た
。
講
座
の
中
で

も
、
特
に
人
気
な
の
が
連
続
講

座
の
「
い
き
い
き
倶
楽
部
」。

毎
年
募
集
を
か
け
る
と
、
す
ぐ

に
定
員
が
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て

し
ま
う
そ
う
で
す
。
人
気
の
理

由
は
、
市
の
バ
ス
を
借
り
て
の

「
知
っ
得
！
消
費
生
活
」と
し
て
コ

ラ
ム
を
掲
載
し
た
り
、
消
費
者
セ

ミ
ナ
ー
の
開
催
、
ま
た
グ
ル
ー
プ

や
団
体
で
講
座
の
希
望
が
あ
れ
ば
、

少
人
数
で
も
出
前
講
座
を
開
催
す

る
と
の
こ
と
で
す
。

　「
怪
し
い
な
」と
思
っ
た
ら
一
人

で
悩
ま
ず
、
家
族
や
親
し
い
人
に

相
談
す
る
の
も
大
事
な
こ
と
で
す

が
、
セ
ン
タ
ー
に
気
軽
に
相
談
し

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
は
、
ト
ラ

ブ
ル
事
例
の
情
報
も
充
実
し
て
お

り
、
事
業
者
に
対
応
す
る
最
適
な

方
法
を
示
し
て
く
れ
る
、
と
て
も

心
強
く
親
切
な
味
方
だ
と
思
い
ま

し
た
。

■問 
印
西
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
緯
碓42 
3
3
0
6
）。

※
毎
週
月
、
火
、
水
、
金
曜
日
・

午
前
　
時
～
午
後
4
時
（
正
午
～

10

午
後
1
時
を
除
く
）。

市
外
学
習
会
や
、
料
理
教
室
だ
そ
う

で
す
。
講
座
に
つ
い
て
興
味
の
あ
る

人
は
『
広
報
い
ん
ざ
い
』
で
参
加
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
チ
ェ
ッ

ク
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
最
後
に
「
子
ど
も
発
達
セ
ン

タ
ー
」
で
は
、
各
専
門
の
ス
タ
ッ
フ

の
み
な
さ
ん
が
、
就
学
前
の
子
ど
も

の
成
長
や
発
達
に
つ
い
て
無
料
で
相

談
に
乗
っ
て
く
れ
ま
す
。

　
ご
心
配
を
お
持
ち
の
保
護
者
の
み

な
さ
ん
は
、
こ
ち
ら
も
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

■問 
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
緯
碓47 
2
1

1
1
嘩
）。

広報レポーター：
 美馬 　 光実 （戸神台）
み　ま てるみ 保健福祉センター

▲赤ちゃんの身体測定・栄養相談を行う「もぐもぐ教室」
「かみかみ教室」の会場としても活用されています

▲体操をする「いきいき体操サークル」の
みなさん

▲相談を受ける兵頭さん。取材
中も電話対応で大忙しでした

怯ゆずります情報（有料の物は希望価格）

怯さがしています情報

①プリンター用のインク（２個で１千円）②小林中学校の学生服、長袖とワイ
シャツ（ズボン２００円）、（ワイシャツ３００円）③巻き革（牛革、１千円）④幼児用
足こぎ四輪車⑤アルトサックスホン（７万円）⑥電子ピアノ（３万円程度）⑦印
西しおん幼稚園帽子⑧千葉商科大学付属高校制服⑨買い物カート。

①シルバニアファミリーのおもちゃ②印西中学校の女子用制服と運動着③し
おん幼稚園、男児、女児ジャージ、男児女児体操服（大きめサイズ希望）④天神
幼稚園男児制服、女児制服、ブラウスなど⑤犬用乳母車⑥ベビーカー⑦リカ
ちゃん人形⑧補聴器。

店舗購入57店舗購入 57件件

通信販通信販売売
5050件件

訪問販売
24件電話勧誘販売20電話勧誘販売 20件件

その他無店舗販売 
13件

不明・無関不明・無関係係
6161件件

マルチ・マルマルチ・マルチチ
まがい取引2まがい取引 2件件

ネガティブ・
オプション
1件

胸販売購入形態（平成23年度）胸

▲センター主催の創作活動な
どは人気が集中。手作りの小
物などを作成します
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